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キヤノンＩＴソリューションズ株式会社

パートナーさま向け売り方セミナー

グループ経営管理と新リース判定で

案件を創出する
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第1部
SuperStream-NX
オプション製品拡充のご提案（12分）

第2部
グループ経営管理 新ボードのご紹介 （35分）

第3部
新リース判定サービス ご紹介（20分）

第4部
営業よりご案内事項（10分）

第5部
クロージング（5分）

第6部
ご歓談（45分）
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ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ事業部

事業部長

片山 泰弘
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ＳＳ第一営業部

部長 辻本 博史
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1.バックオフィス/コーポレートカテゴリーERP市場動向

2.SuperStream-NX グループ経営管理

3.SuperStream-NX 固定資産管理/リース管理

4.SuperStream-NX AI機能に関する方針



6©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

1. バックオフィス/コーポレートカテゴリー
ERP市場動向
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2026年度 ERP市場（バックオフィス/コーポレート カテゴリー）の動向

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

SaaS市場の拡大

出典：富士キメラ総研『ソフトウェアビジネス新市場 2026年版』＜バックオフィス/コーポレート カテゴリー＞のデータをもとに当社作成 ※吹き出しとコメントは当社見解

ERP市場を取り巻く6つのテーマ

DX→BXへ 新リース会計基準対応 AI活用 セキュリティ強化 SAP2027年問題
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市場規模推移

SaaS

オンプレ

AI活用を見据えた

SaaS市場の拡大

（百万円）

オンプレ市場は横ばいも

需要が根強く残存

経営データ活用・

データドリブン経営

安く、速く導入できる

クラウド移行拡大

2027年4月運用開始に

向けた駆け込み需要

AIによる高機能化・

高付加価値化の実現

ガバナンス体制が弱い

中堅企業で関心大

SAPからのリプレイス

駆け込み需要

SaaS化・AI活用を中心にERP市場は拡大

制度対応や基幹システム刷新も需要を後押し

年度 年度 年度 年度 年度 年度



SuperStream新規提案における案件傾向

・SuperStream新規案件全体の約7割では関連会社を含めた提案となっている

・近年の傾向ではSuperStream提案で4社に1社はオプション製品を含めた提案

・比較的安価で業務効率化に繋がりやすいAPIサービスは堅調

・グループ経営管理の割合は徐々に増加傾向にある

・システム運用を円滑にし、業務効率化を推進していく意識から

管理しているデータの利活用に取り組む企業が増えてきていると推察
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オンプレ SaaS

・オンプレとSaaSでは既にSaaSの割合が半分以上を占めるようになり、

市場動向に沿った傾向がSuperStreamでも表れている

・一方でオンプレを必要とする案件も一定数はある

・理由は、年商帯が大きい企業や関連会社利用が多い企業は運用面で独自要件が

必要となる機会が多いため

オンプレ/SaaS割合

オプション製品割合

2023

2024

2025

2026

グループ経営管理 Connect

AI-OCR APIサービス

証憑管理オプション

※各グラフの2026年は9月末時点の集計値になります
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2. SuperStream-NX グループ経営管理



グループ経営管理（GM）販売拡大に向けた取り組み

従来の課題 提案・導入難易度が高い ／ 対応できる技術者が限定的 ／ 標準ボードだけでは個別ニーズに対応しにくい

2つの施策で課題を解消

• 会計／人事給与の新たなサンプルボードを追加

• NX標準では賄えなかった帳票要件をカバー

• デモ・初期提案の具体性を高め、確度向上へ

• BI製品に強みを持つパートナーさまとの連携体制を整備

• 提案から導入までのトータル支援

• SEリソース・導入難易度の課題を補完

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

新規のお客さまはもちろん、既存のSuperStreamユーザーさまでの
グループでの経営データ利活用、BI活用のアプローチをお願い致します

標準ボードの拡充 GM専門パートナーさまとの連携



グループ経営管理（GM）のアプローチ方法

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

経営層へのアプローチ 現場部門へのアプローチ

経理・財務

人事

現場
責任者

想定ターゲット
関係会社を含めてSuperStreamを利用す
る企業グループ

よくある課題
グループ各社の数字の収集に時間がかかる
経営会議の資料つくりが手作業、数字の確認
が遅れる

ボード
経営指標ダッシュボード
予算超過アラート
長短資金繰り
人件費ROI など

ターゲット：人事部長、人的資本開示の担当

フック：「人的資本の開示、データ集めで止まっていませんか？」

ボード：要員需給ヒートマップ／離職予兆モニタ／人件費ROI

ターゲット：事業部長、部門長

フック：「自部門の採算と人件費、月次ですぐ確認できていますか？」

ボード：部門別人件費／人的資本サマリ

ターゲット：経理部長、決算・予算担当

フック：「月次決算の進捗と異常値、まだExcelで確認していますか？」

ボード：決算進捗／異常値検出／予算進捗／資金繰り／与信アラート

経営層と現場部門それぞれでのデータ利活用の状態、方針、困りごとをヒアリングをお願い致します
特にグループ各社での横串レポート課題など、グループ経営管理で解決可能です
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3. SuperStream-NX 固定資産/リース管理



13

固定資産管理 販売状況

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

既存ユーザー 固定資産管理 利用率

全ユーザーの半数以上が固定資産管理を未利用。

他社製品の固定資産システム利用や、リース管理
はExcelでの対応企業も多数。

固定資産（FA）商談数の推移
2025年をピークに、2026年も近い水準で推移する見込み。

新リース対応を背景とした駆け込み需要が継続。

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

まだ固定資産を提案できていない会計ユーザーさまへの深耕
2027年4月以前に新事業年度が始まる企業は、新リース対応の駆け込み需要あり

前年比80％も
年度内需要は残る

見通し

9月時点

約 43 %

ターゲット

• 12月～2月決算の企業

• FA未導入の既存会計ユーザー

- 他社製品のリース対応バージョンアップ検討

- リース管理をExcelで対応

アプローチツール

• 新リース影響額試算ツール（無償）

• 新リースAI判定サービス（有償OP）

• 各種製品リーフレット

メーカー支援

• 新リースAI判定サービス初動営業説明

（ファーストアカウンティング社さま同席可）

• デモ支援
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固定資産管理 新リース会計基準対応のアプローチ方法

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

FA未導入企業

想定ターゲット
新規、もしくは統合会計を利用中で固定資産・
リースを他システム（もしくはExcel）で管理して
いる企業

フック
「新リースの影響額、まず無償ツールで試算しま
せんか？」

・ 影響額試算ツール（FA未導入でも利用可）で
影響を見える化

ツール
影響額試算ツール
新リースAI判定サービスチラシ
メーカー同行デモ

FA導入済み企業

想定ターゲット
NX固定資産管理を利用中で、新リース会計基準対応
が途中の企業

ツール
新リース会計基準対応 説明資料（製品説明会）
新リースAI判定サービスチラシ
メーカー同行デモ

フック
「新リース会計基準対応は進んでいますか？」
「SSの新リース会計基準の対応内容をご説明します」

・ 影響額試算ツール（FA未導入でも利用可）で影響を
見える化

両ケース共に、新リース会計基準の強制適用が2028年3月1日開始事業年度（2029年2月期）からとなる、
2月決算（3月期首）の上場企業・大会社のユーザーさまへの深耕をお願い致します
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4. SuperStream-NX AI機能に関する状況
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AI機能に関する対応状況

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

Rings・SSUC要望検討会・Professional要望検討会、

製品要望ボタン・弊社顧客ロイヤリティ調査などを通じ、

お客さまの声(VOC)を日々収集しています

多く寄せられているのは、マニュアルに関する内容

「必要な情報にすぐ辿り着けない」

「もっと直感的にわかるようにしてほしい」

人手不足や法制度対応の高度化を背景に業務効率化と

付加価値向上を実現するAI機能の搭載が不可欠

「AIを活用して業務を支援してほしい」

「問い合わせや確認をもっと手軽にしたい」

といったAI機能への期待も高まっている

VOC戦略 AI機能の追加

2026年内にAIアシスタントをリリース予定



17

AI機能に関する対応状況

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

No. テーマ
A
社

B
社

C
社

D
社

E
社

F
社

G
社

内容

1 異常検知・証憑/伝票チェック * ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
月次確認を全件確認から例外確認へ移行する最重要テーマ
【背景】伝票、証憑、過去実績、税区分、消込状況を別々に確認しており、月次集中と
確認漏れリスクが残る。

2 自然言語照会・レポート生成 * ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
探す・集計する・説明を書く作業を自然言語で短縮
【背景】必要な帳票・データの場所や抽出条件を人が覚えて探しており、経営報告や差異
説明の作成に手戻りが多い。

3 予測分析・シミュレーション * ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
実績把握だけでなく、前提を変えた見通し作成を支援
【背景】決算・予算・経営説明では、実績確認だけでなく、外部要因や前提条件を変えた
見通しを短時間で作るニーズが強い。

4 操作ナビゲーション支援 * ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
機能を探す負担を減らし、利用者の自己解決を増やす
【背景】機能が多く、メニュー階層や帳票の使い分けを覚える必要があるため、利用頻度
が低い処理ほど問い合わせや手戻りが発生する。

5 外部AI・MCP連携 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
外部AIからSuperStreamと周辺データを安全に参照
【背景】Claude/ChatGPT/Gemini等の利用が進む一方、会計データを外部へ出せず、
分析・横断参照が個人作業止まりになっている。

【凡例】◎：強く要望 ○：言及 －：対象外 *：人給に言及あり

要望マップ（点数順）

パートナーさま・お客さまの声を踏まえてAI機能追加の方針を検討

基本方針：「月次決算の軽減」をAI組込の主要テーマとする

Step1：要望の強さ・実現しやすさ・効果のバランスを取りながら製品を開発

Step2：高い関心をお持ちのパートナーさまやお客さまと実現に向けたPoCを実施したい
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詳しくはこちらから

会計・人事を変える

もっとやさしく、もっと便利に、

もっとクリエイティブに！

https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-industry/superstream
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第2部

グループ経営管理 新ボードのご紹介 

ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ事業部
ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ営業本部
ＳＳ技術支援部

部長 蟹江 和広

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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2025年1月より、SuperStreamビジネスを技術的にご支援する目的で、ＳＳ技術支援部が

発足しております。

技術支援資料の作成・ PALへの掲載対応の他、SuperStream製品の営業支援・導入支援・

保守サポート時の技術的なお困りごとに対する、技術支援活動を実施しております。

このたび、グループ経営管理の追加ボードテンプレートを作成し、パートナーさま・ユー

ザーさまにご提供する事で、お客さまの会計・人事給与データを経営にご活用頂けます様、

ご支援をさせていただきます。

はじめに

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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データを「見る」から、次の一手を「決める」へ

グループ経営管理の位置付けについて

会計・人事給与データを利用し、経営層や部門責任者が

すばやく状況を把握できる画面としてご提供･ご活用いただけます
©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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あらかじめ用意された分析画面を取り込み、お客さまデータに合わせて使い始める仕組み

グループ経営管理 追加ボードについて

少ない工数でさまざまな経営分析画面を拡張することが可能！

テンプレートを起点に、個社要件へのカスタマイズも可能です

1 テンプレート

経営指標、予算、資金繰り、
人材分析など、用途別の
ボードを段階的に提供します。

2 設定・調整

科目コード体系や組織体系
など、お客さま環境に合わせ
て必要な設定を変更します。

3 活用

会議・月次レビュー・経営
報告で、状況が分かりやす
い画面を見ながら経営判断
できます。

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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グループ経営管理 追加ボードについて

2026年内にて、NXグループ経営管理の

「経営に使える追加テンプレートボード」を提供致します

会計 15 boards

経営指標 予算・見込

シミュレーション 経理・財務業務

異常値検出 決算管理

例：経営指標ダッシュボード／予算超過アラート／
資金繰り／決算進捗 など

人事給与 8 boards

人事基盤・統計 離職・定着

人件費実績 人件費予算・要因分析

人的資本経営

例：要員需給ヒートマップ／離職予兆モニタ／
人件費ROI など

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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会計ボードで見えること

グループ経営管理 追加ボードについて

会計データの「確認」だけでなく、アラートやシナリオ分析により、

次のアクションを検討しやすくします

経営の
見える化

経営指標

利益率・成長率・KPIトレンドを
俯瞰し、重点課題を早期に確認。

予算・見込

予算超過や進捗遅れを見つけ、
着地見込を共有。

資金・与信

資金繰り、支払ピーク、得意先
別の与信アラートを確認。

決算・異常値

決算進捗や異常値を可視化し、
確認漏れを減らす。

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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人給ボードで見えること

グループ経営管理 追加ボードについて

人材の状況を数字とトレンドで確認し、

採用・配置・定着施策の検討に活かせます

1

要員需給

計画人員・実員・欠員を
部門別に確認

2

離職・定着

増加部門や属性別の
傾向をモニタリング

3

人件費
売上・粗利との連動、
予算差・前年差を確認

4

人的資本
人員、D&I、育成、

生産性などをサマリ化

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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経営に使えるNXGM追加テンプレートボード 対象一覧

No. 大分類 分類 テーマ

1 会計 カテゴリーA：経営指標 経営指標ダッシュボード

2 会計 カテゴリーA：経営指標 損益分岐点分析ダッシュボード

3 会計 カテゴリーA：経営指標 KPIトレンド（経営スコアカード）

4 会計 カテゴリーA：経営指標 グループ横串：成長×収益マップ（4象限）

5 会計 カテゴリーA：経営指標 採算悪化ポイント（顧客/製品別）

6 会計 カテゴリーB：予算・見込 予算超過アラート

7 会計 カテゴリーB：予算・見込 予算進捗

8 会計 カテゴリーB：予算・見込 見込分析ボード

9 会計 カテゴリーC：シミュレーション・予測 シミュレーション・シナリオ分析

10 会計 カテゴリーD：経理・財務業務 得意先別与信アラート

11 会計 カテゴリーD：経理・財務業務 長短資金繰り

12 会計 カテゴリーD：経理・財務業務 資金支払ピーク表

グループ経営管理 追加ボードについて

※記載の内容は現状予定にて、今後予告なく変更となる場合がございます
©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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経営に使えるNXGM追加テンプレートボード 対象一覧
No. 大分類 分類 テーマ

13 会計 カテゴリーE：異常値検出 異常値検出

14 会計 カテゴリーF：決算管理 連結決算相殺ボード

15 会計 カテゴリーF：決算管理 決算進捗ボード

16 人給 カテゴリーG：人事基盤・統計 要員需給ヒートマップ（計画人員・実員・欠員）

17 人給 カテゴリーH：離職・定着・リスク分析 離職“予兆”モニタ（増加部門・属性・トレンド監視）

18 人給 カテゴリーI：人件費実績 部門別人件費と売上/粗利の連動（人件費率／生産性）

19 人給 カテゴリーJ：人件費予算・要因分析 人件費予算乖離アラート（会社・部門・雇用形態別）

20 人給 カテゴリーJ：人件費予算・要因分析 人件費の前年差・予算差 要因分解（人員×単価×残業）

21 人給 カテゴリーJ：人件費予算・要因分析 人件費シナリオ比較（ベース／採用増／賃上げ／残業抑制）

22 人給 カテゴリーK：人的資本経営 人的資本サマリ（人員・D&I・離職・評価・育成・生産性）

23 人給 カテゴリーK：人的資本経営 人件費ROI・一人当たり付加価値

グループ経営管理 追加ボードについて

※記載の内容は現状予定にて、今後予告なく変更となる場合がございます

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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グループ経営管理 追加ボードの活用方法

「見たい人」が「見たい切り口」で、

経営状況をすばやく把握し、経営判断に繋げられます

会
経営会議

グループ横断で
成長・収益・人材を確認

財
経理・財務

予算進捗、資金繰り、決算進捗
を確認

人
人事部門

要員需給、離職傾向、人的資本
を確認

現
現場責任者

部門別の採算や人件費
を確認

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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グループ経営管理 追加ボードの適用方法

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

Step 1 ファイル入手

追加ボードのインポート用ファイルを
PALよりダウンロード

Step 2 インポート

グループ経営管理環境に取り込み

Step 3 設定変更

科目コード体系などを手順書に沿って調整

Step 4 確認・活用

会議・報告・分析で利用開始

※本追加ボードは、営業支援ツールの扱いとなるため、SS-Ringsでの問い合わせ対応ではなく、技術支援窓口での

問い合わせ対応となりますので、ご不明な点は営業または技術支援窓口にご相談ください
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グループ経営管理の追加ボードに関する提供内容は、以下の通りとなります。

グループ経営管理 追加ボードの提供内容

インポート用ファイル

mbzip形式。段階的なリリース
単位で複数ボードを提供予定

適用手順書

取り込み・初期設定・確認の流れ
を説明するマニュアル

設計書

ボードの内部構成や設定内容を
確認するための資料

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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グループ経営管理の追加ボードの活用に向けた技術支援

グループ経営管理 追加ボードに関する技術支援

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

SE育成支援

グループ経営管理製品の提案・導入・個別作表・
保守に向けたパートナーSEさまの育成を支援

協業SEパートナーさまご紹介

グループ経営管理製品の技術的な支援を実施可能な
協業先となるSEパートナーさまをご紹介

＜LMS＞
＜個別トレーニング＞
（デモ･導入･作表等）



エコー電子工業株式会社

エコー電子工業
ご紹介資料

© Echo Electronics Industry Co., Ltd. All Rights Reserved.

売り方セミナー 説明資料
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会社紹介



公共事業
セーフティネットワーク

無線とIoTで地域防災の最前線を支え
住民の安心・安全をお届けします

ソリューション事業
ソリューションサービスとサポート

ニューノーマル時代の新たな価値を
ソリューションのサービス・支援を
通じてお客様と共創していきます

リサイクル事業
リユース・リサイクル

西日本最大級規模を誇る電子機器の
リユース・リサイクルへの取り組みで
循環型社会形成に貢献し続けます

Business

会社名 エコー電子工業株式会社

本社 〒812-0007
福岡県福岡市博多区東比恵3-1-2 東比恵ビジネスセンター9
階

設立 1963年4月1日（昭和38年）

資本金 1億円

従業員数 317名（2025年4月1日現在・グループ連結）

事業所 福岡、佐世保、東京、長崎、鳥栖リサイクルセンター

事業内容 電子・情報通信機器の販売
ソフトウェアおよびコンピュータシステムの開発
これらに関する工事・保守・リサイクル

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.

会社紹介



データ分析基盤

運転技能
向上アプリ

AI音声認識ソリューション

気象観測システム

建設業ERP

運送管理

中小生産管理／CAD

バス会社向け

ホテル業向け

BIダッシュボード

バーチャルロボ

クラウドファイルサーバ

電帳法ソリューション

電子請求

専門学校向け

リース会社向け

デジタル防災
行政無線

業務可視化ツール

TIME CREATOR

AI予測分析ツール

会社紹介

基幹業務

ペーパレス・電帳法

基幹業務（業種特化型）

周辺業務（ローコード/ワークフロー）

データドリブン

テクノロジー

自治体

クラウド・インフラ

セキュリティ・事業継続

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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2,000社の納入実績を誇る業種・業務ソリューション

エコー電子工業 ソリューショ
ン

検
索

Webで公開中

製造 建設 運輸・物流

食品 冠婚葬祭
介護・医療・福

祉

• 製造
• 建設
• 運輸・物流
• 通販
• アパレル
• 食品
• クラウドサービス

• 印刷・出版・広告
• 介護・医療・福祉
• 不動産
• 店舗・施設
• 旅行・ホテル
• 情報サービス
• 共通技術

• リース・レンタル
• メンテナンス
• 学校
• セリ／入札
• 産廃
• ゴルフ場

• チケット販売
• 集合・団体
• 大手企業
• 冠婚葬祭
• ガス
• その他（未分類）

会社紹介
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ソリューション
事業部

ソリューション
営業部

DXデザイン課

DX
ソリューション部

システム事業部

約20
人

7社

13社

30社

109
社

Associat
e

Silver

Gold

Platinum

・SuperStream GM テクニカルパートナー

・ウイングアーク社 Platinumパートナー
・2018年からウイングアーク社へのSE常駐派遣
・DX関連支援実績 2011年からのべ80社以上

社会基盤事業部 ITAD事業部

社長

デジタル事業部

会社紹介

福岡本社 東京支店

Point



部門ビジョン

データ利活用文化醸成を支援し、データ利活用をあしたのあたりまえにする。

ヒト

データ羅針盤

スキル
やる気

データウェアハウス

データマート

データ戦略

ロードマップ

あした

会社紹介

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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伴走支援サービス
DX  Pa r tne r ing  Se r v i c e

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.



伴走支援サービスとは

What’s DX Partnering Service

データドリブン組織になるために
必要な文化醸成を、
共に描いていくサービスです。

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.



42

データ活用文化4つの壁

ロードマップが不明瞭... マインドが “現状維持”...

スキルとノウハウが不足... リソースが不足...

データ活用を推進したいが、全体像が見えず「どこから

着手すべきか」が分からない。結果として、施策が単発

で終わり、全社最適につながらないケースが多い。

DXやデータ利活用が経営課題になっている一方で、現

場は日常業務で手一杯。専任担当を置けず、プロジェク

トが遅延・停滞する。

「今のやり方で十分」と考える現場が多く、新しいデー

タ活用の必要性が腹落ちしない。結果、データ施策が進

まない。

社内にデータ人材が不足しており、BIやAIを導入しても

使いこなせない。外部ベンダー依存が続き、内製化が進

まない。

データ活用の文化を醸成するにあたって、壁となる４つの問題

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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ご提供できるサービス一覧 データ活用の文化を醸成するために、4つの伴走型サービスを提供しております。

このサービスでは、データ活用を組織文化として定着させるために、
DX戦略の策定と業務プロセスの可視化・改善を一体で支援します。
「DXビジョニングシート」や「データカルチャーマップ」に加え、
BPMの視点で業務の流れを整理し、課題の所在や改善ポイントを明確
化。そのうえで、グランドデザインや活動計画を通じて、実行可能な
ロードマップを構築します。単なる方針策定にとどまらず、業務と
データ活用が連動する“動く仕組み”を設計し、組織全体での定着を支援
します。

現場が戦略を自分ごと化し、自律的に業務変革や意思決定を推進でき
るよう、マインド醸成・行動変容・リスキリングの3軸でサポートする
サービスです。様々なコンテンツを通じ、現場の担当者や推進者が自
ら判断し行動できる力を育成します。単なる知識習得にとどまらず、
マインドセットの変革を重視し、現状維持から脱却する第一歩を後押
しします。

MotionBoardやDatalizerなどのツールを使い、実際に手を動かしなが
ら学ぶ研修です。当社が用意したシナリオに沿った操作だけでなく、
お客様独自のデータを使った「カスタム研修」も可能。さらに、個別
相談会やPoC支援を通じて、実業務への応用をサポートします。QA窓
口も設けており、導入後の疑問にも迅速に対応。時間従量制で柔軟に
対応できるのも特徴です。

課題に対して、当社が実際にモノづくりを行いながら伴走するトータ
ルコーディネートサービスです。Dr.Sumを用いたデータ基盤の構築か
ら、MotionBoardやDatalizerによる可視化画面の作成まで、要件整理
から実装・プロジェクト管理まで一貫して支援します。社内に十分な
リソースがない場合でも、安心してデータ活用を進められるよう、専
門チームが伴走します。こちらも時間従量制で柔軟に対応可能です。
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サービスラインナップ （抜粋）
Se r v i c e  L in e u p

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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内製化支援サービス
In-House DX Support Service

スキルとノウハウを身につけ、実践レベルまで引き上げるサービスです。

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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ハンズオン研修/伴走型サービス スキルとノウハウが不足...

ハンズオン

当社で用意したデータとシナリオ
を 元 に 講 師 の 指 示 に 従 っ て
MotionBoardやDatalizerを操作
していただきます。

講 師 の 指 示 な し の ご 自 身 で
MotionBoardやDatalizerの操作
をしていただくことで操作の定着
化を支援します。

お客様独自のデータを利用したり、
独自のOUTPUTをハンズオンや演
習で活用します。自社のデータで
操作をするためよりイメージがつ
きやすく定着化を支援します。

演習 カスタム研修

個別相談会

実際にご自身の業務で活用する際に適格な方向性を
診断したり、その場でレクチャーしてダッシュボー
ドやDatalizerの集計表を作成します。

PoC支援

データ活用を想定している内容に対し当社で検証を
支援したりPoCの進め方を助言させていただきます。
ドキュメント作成の支援なども行えます。

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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課題解決サービス
Problem-Solving Services

煩雑な業務を代行し、スピーディに環境を整備します。

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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課題解決サービス リソースが不足...

要件整理

要件定義フェーズからお打合せに参画さ
せていただき、進め方に関する助言や要
件のとりまとめを支援いたします。

INPUT基盤作成

要 件 に 応 じ た Dr.Sum の テ ー ブ ル /
ビ ュ ー の 準 備 を し ま す 。 Dr.Sum
Connectを利用したデータ加工や、自動
連携も作業範囲に含みます。

OUTPUT画面作成

MotionBoardやDatalizerで表現する
画面を作成します。

プロジェクト管理

プロジェクト定例会、課題管理などプロ
ジェクトを進める上で必要な管理のご支
援も行います。

※時間従量制サービスとなります。

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.
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構築事例

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.



構築事例

50
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会計システム案件として、以下のようなご支援をさせて頂いております。

例）会計システムのデータ連携、データ分析基盤整備

汎用的なデータ基盤整備を行い固定的な集計にとどまらず、意思決定に資する有益な分析へと展開できるデータ基盤を
Dr.Sum、Datalizer、MotionBoardで構築しました。



構築事例

51
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例）収支管理表・P/Lの自動生成

１つの汎用ビューから、複数の切り口による収支管理表や損益計算書を自動生成します。予実管理や配賦の自動化、他
システムと連携することで、業務効率の向上に加え、詳細の確認や集計基準の妥当性の検証を可能にしました。
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最後に

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.



最後に
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一緒に管理会計

              を盛り上げていきましょう
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ご参考

Copyright © 2026 Echo Electronics Industry Co.,Ltd. All Rights Reserved.



ご参考
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皆様のご来場をお待ちしております
※弊社出展予定
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まとめ

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

SuperStreamの
製品価値をさらに向上

経営判断に活用出来る仕組みを
構築し、データの「記録」から
「企業力強化」を実現。

テンプレート活用で
短期間で見える化

インポート後に必要な設定
変更を行い、個社要件にも
合わせやすい。

新たなビジネス機会を
創出し、利益構造を改善

BIビジネスを確立することで、
顧客満足度を向上しながら、
エンハンス案件等で継続的な
売上獲得機会を創出。

SuperStreamビジネスを通じて、

更なる売上･利益貢献の機会を創出してまいります！
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詳しくはこちらから

会計・人事を変える

もっとやさしく、もっと便利に、

もっとクリエイティブに！

https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-industry/superstream
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第3部

新リース判定サービス ご紹介

ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ事業部
ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ営業本部
ＳＳマーケティング部

川俣 光
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はじめに

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ事業部

ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ営業本部

ＳＳマーケティング部

川俣 光

役割

⚫ SuperStreamの商品企画担当（主にAI関連）

⚫ 全社横断の生成AIビジネス推進メンバー

⚫ 全社横断のサービス提供モデル推進メンバー

⚫ 事業部横断のAI推進リーダー

サービス名 Steward・新リース会計基準

プレスリリース発信日 2026年9月30日

サービス開始日
2026年9月30日

（契約手続き完了後に利用可）

登壇者紹介

新リース判定サービスのプレスリリース

トピックス

⚫ パートナー総会2024開発セッションで登壇

⚫ 元開発者（PM/PL/SE/PG）
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パートナー総会2026 新リース判定サービス

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.
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Steward・新リース会計基準でできること

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

契約書をアップロードすると、AIが契約内容を解析し、リース該当可否と判定根拠を表示します。

契約書の解析

出典：ファーストアカウンティング株式会社さま「Steward・新リース会計基準 操作マニュアル」

契約当事者、開始日、支払条件などの契約概要を摘出

根拠の確認 判定に使用した契約書の条文を画面上で確認

リース判定 ASBJ（企業会計基準委員会）の考え方に沿って、リース該当可否を判定

CSV出力 複数の判定結果をまとめて出力し、後続作業に利用
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Steward・新リース会計基準を利用するメリット

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

１

出典：ファーストアカウンティング株式会社さま「キヤノンＩＴソリューションズ向け 社内説明会資料」

契約書の内容をAIが理解・要約し、リース該当可否を自動判定。
人による判断の揺らぎも回避できます。

AI判定による自動化/標準化

2 後続のシステムに必要な項目をCSV出力することで、
システムへの手入力工数が削減できます。

入力工数の削減

3 AIが判定した結果と根拠をCSVで出力することが可能で、
それを監査ログとして活用いただけます。

監査ログ活用
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Steward・新リース会計基準の実演

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

アップロード・一覧・判定結果までを実演

リース判定までの主な流れ

Steward・新リース会計基準

AI

契約書 OCR 読取 新リース会計基準AI判定 判定結果・判定理由
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リース判定後のSuperStream-NX想定アクション

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

・リース契約画面

・契約台帳画面

・リース物件画面

・物件台帳画面

・リース料支払画面

・固定資産入力画面

・台帳画面

・取引分類判定画面

SuperStream-NX 固定資産管理

Steward・新リース会計基準

オンバランス／オフバランスの結果を入力

・オンバランス：売買処理
・オフバランス：賃貸借処理

アクション

1

アクション

2

物件台帳画面（一部を抜粋）

アクション

3
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ご案内コンテンツ

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

チラシ

〈 配布用資料・概要説明 〉

製品紹介サイト

〈 製品情報・特長紹介 〉

デモサイト

〈 操作イメージ・確認用 〉

詳細については担当営業にお問い合わせください
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マニュアルのご紹介とお問い合わせの流れ

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

担当営業を通じてご紹介予定 担当営業にお問い合わせください

手順１ SS-Ringsにアクセス

他製品と同様に、SS-Ringsのサポートサイトをご利用ください。

製品で「Steward・新リース会計基準」を選択します。

必要事項をご入力のうえ送信してください。
所定の手続きを行い、
当社にてファーストアカウンティング株式会社さまへ確認致します。

SS-Ringsをご利用ください

マニュアルのご紹介 お問い合わせの流れ

お問い合わせ手順

ご利用の開始前

ご利用の開始後

手順２ 製品を選択

手順３ お問い合わせ内容を入力

Steward・新リース会計基準 操作マニュアル
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主なQ&A（1/7）

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

No. 想定質問 回答 補足（注意点）

1-1 無制限にリース判定ができるのでしょ
うか？

当オプション製品は年間契約です。
年間契約に含まれる判定件数は1,000件です。
月間や週間での上限はありません。

1-2 年間の上限を超えた場合はアップロー
ドできなくなりますか？

1,000件を超えてもアップロードできますが、超
過分の料金は翌月精算となります。
超過分の単価は「年間契約金額÷1,000件」の1.5
倍です。

年間1,000件を超える場合は、
超過分の翌月精算が発生します。

1-3 年間契約に含まれる判定件数の残数を
確認できますか？

残件数の表示・通知機能はありません。
契約書一覧のNo.は原則として通し番号のため、
参考値としてご確認ください。

1. 年間の上限について
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主なQ&A（2/7）

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

No. 想定質問 回答 補足（注意点）

2-1 一度にアップロードできるPDFファイ
ルの数や容量に上限はありますか？

アップロードは1ファイルずつで、複数ファイル
をアップロードしようとすると、1ファイルのみ
が取り込まれます。
1ファイルの容量の上限は50MBです。

2-2 同じファイルを2回アップロードする
とどうなりますか？

同じファイルであっても2回判定されます。
年間の消費量を2件消費します。

同じ契約書のアップロードを避
けてください。

2-3 契約書以外のPDFファイルを1件アッ
プロードするとどうなりますか？

契約書であることを前提に判定を行いますので、
判定結果を保証できません。
年間の消費量を1件消費します。

契約書以外のアップロードを避
けてください。

2-4 複数の契約書を1つのPDFファイルに
統合してアップロードするとどうなり
ますか？

1件の契約書であることを前提に判定を行います
ので、判定結果を保証できません。
年間の消費量を1件消費します。

契約書ごとにPDFを分けてアッ
プロードしてください。

2-5 アップロード結果やPDFを削除できま
すか？

画面上では削除できますが、論理削除のためデー
タは直ちに完全消去されません。
完全消去をご希望の場合は、担当営業までご連絡
ください。

契約書以外の重要機密などを
誤ってアップロードした際は、
完全削除をご検討ください。

2. アップロード機能について
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主なQ&A（3/7）

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

No. 想定質問 回答 補足（注意点）

3-1 判定時間の目安はありますか？ 通常5～10分程度が目安ですが、契約書の内容や
システム負荷により変動します。20分程度かかる
場合もあります。

3-2 判定完了の通知機能はありますか？ 通知機能はございません。
通常5～10分程度を目安にご確認ください。
処理時間は変動します。

3-3 判定の精度はどれほどですか？ 契約書ごとに内容や形式が異なるため、判定精度
を一律に数値化することは困難です。
判定結果とその根拠をご確認いただいたうえで、
最終的な判断は利用者の皆さまに行っていただく
ことを想定しております。

3-4 契約書一覧での大量データの応答性能
はどれくらいですか？

アップロードデータを数万件規模まで蓄積すると、
検索やCSV出力の処理速度に影響が出る可能性が
ございます。

3. 判定機能について
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主なQ&A（4/7）

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

No. 想定質問 回答 補足（注意点）

4-1 CSV項目の画像リンクには何が設定さ
れますか？

画像リンクには、リース分析結果を直接参照する
ためのURLが設定されます。

4-2 判定根拠のフローチャートとCSV項目
の繋がりがわからず、どのように読み
解けばよいですか？

CSVには、フローチャートの各判定条件に対応す
る「判定フロー」と「判定根拠」がセットで繰り
返し出力されます。
列名末尾の番号（1-1～3-3）が、フローチャート
の判定条件と対応します。

下図は対応関係の一部を抜粋し
た例です。

4. 出力CSVについて

判定根拠のフローチャート 出力CSV（該当箇所を抜粋）

判定フロー
(1-1)

判定根拠
(1-1)

判定フロー
(1-2)

判定根拠
(1-2)

判定フロー
(1-3)

判定根拠
(1-3)

判定フロー
(2-1)

判定根拠
(2-1)

Yes ・・・ Yes ・・・ Yes ・・・ Yes ・・・

1-1

1-2

1-3

2-1
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主なQ&A（5/7）
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No. 想定質問 回答 補足（注意点）

5-1 契約書ごとの確認事項などを社内の関
係者と共有することはできますか？

メモ欄をご使用ください。
契約書ごとにフリーテキストのメモを記録するこ
とができます。

5-2 メモの公開範囲を指定できますか？ メモの公開範囲を指定する機能はありません。
メモの内容は、同一契約内のすべてのユーザーに
共有されます。

メモの公開範囲にご注意いただ
きながら、ご契約の単位や運用
をご検討ください。

5-3 判定結果の確認状況を効率よく管理し
たい。

契約書ごとに確認ステータスを記録することがで
きます。
「未確認」のステータスから始まり、確認状況に
応じて「確認済み」または「保留」に変更してく
ださい。

5-4 SuperStream-NXへの反映状況を効率
よく管理したい。

契約書をアーカイブに移動できます。
移動後も契約書や判定結果の閲覧、元への復帰が
可能です。
SuperStream-NXへの反映後にアーカイブに移動
する運用をご検討ください。

5. 管理機能について
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主なQ&A（6/7）
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No. 想定質問 回答 補足（注意点）

6-1 同一契約内で利用するユーザー数の上
限はありますか？

新リース判定を含む固定資産業務の範囲内であれ
ば、アカウント登録していただくことを前提に、
原則として上限はございません。

6-2 同一契約内で利用する会社数の上限は
ありますか？

会社数も原則として上限はなく、同一契約で複数
社が利用できます。

ただし、アップロードした契約書や判定結果、記
録したメモが契約範囲内の全ユーザーに共有され、
全ユーザーで修正ができるため、業務的に問題な
い範囲でご利用ください。

機密管理の観点で、契約書は公開範囲が限定され
ていることを想定しております。
基本的には同一業務内でのご利用を想定しており
ます。

6. ユーザー数や会社数の上限について
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主なQ&A（7/7）
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No. 想定質問 回答 補足（注意点）

7-1 グローバルIPアドレスでアクセスを制
限できますか？

制限できます。
利用開始手続きの際にご申告ください。

7-2 多要素認証はできますか？ 今回の移行フェーズでは予定しておりません。
次の運用フェーズ（連携強化版）では検討中です。

7-3 アップロードした契約書の内容がAIに
学習されないのでしょうか？

AIに学習されない設定で構成しております。

7-4 アップロードした契約書を閲覧できる
のは、ユーザー以外では誰ですか？

ファーストアカウンティング株式会社さまの一部
の権限保有者のみが閲覧可能です。

当社（キヤノンITS）は閲覧権限
を保有しておりません。

7. セキュリティについて

No. 想定質問 回答 補足（注意点）

8-1 デモサイトは誰でも利用できますか？ Steward・新リース会計基準を契約された
SuperStreamのエンドユーザーの皆さま、
SuperStreamに関する営業活動の範囲内でパート
ナーの皆さまがご利用いただけます。

SuperStreamと無関係な利用や
一般公開・提供はできません。

8. デモサイトについて
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詳しくはこちらから

会計・人事を変える

もっとやさしく、もっと便利に、

もっとクリエイティブに！

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-industry/superstream
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第4部

営業よりご案内事項

ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ事業部
ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ営業本部
ＳＳ第一営業部

大塚 梨乃
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グループ経営管理 追加ボードについて
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会計：経営サマリー

グループ経営管理 追加ボードについて

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

人事給与：人事基盤・統計情報

ROE、売上高、営業利益などの主要指標を一覧で表示。

個社・グループ全体の業績を俯瞰できます。

※掲載の画面は、現在開発中の内容で、今後予告なく変更となる可能性がございます。

※各ボードは順次公開予定です。

ご提供方法：販売支援・デモ用のテンプレートとしてPALに掲載予定
問合せ窓口：技術支援窓口、営業

実員数・計画人数・欠員率などを部門別に確認。

人員配置や採用の検討に活用できます。
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新リース判定サービスについて
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Steward・新リース会計基準 

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

パートナーさま提供価格

年額 1,860,000円

2026.9.30～

月額 155,000円

提供開始

契約書を読み取り、判定結果と判定根拠をCSVで出力

ご利用条件

販売窓口 キヤノンITソリューションズ

契約期間 1年間

利用上限 年間1,000件（読込契約件数）

上限超過 1件あたり2,790円で精算

サポート キヤノンITソリューションズ（Rings受付）

申込方法 『SuperStream製品発注書＋明細書』
『FAサービス利用申込書』をCITSまで提出

早期お申込み特典あり
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Steward・新リース会計基準 

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

接続先IPアドレス
ユーザ―氏名

メールアドレス

SuperStream-NX 製品発注書 （発注明細書） FAサービス利用申込書
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その他ご連絡事項
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システム連携ツール ライセンス単位変更について

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

システム連携ツール（NXConnect）のライセンス単位が2026-06-01版から以下の通り変更となります。

・本変更に伴い、サーバ追加CPUの提供は終了とさせていただきます。
複数筐体で運用する場合、「システム連携ツールサーバ4Core」を筐体数分購入いただく必要がございます。

・既存ユーザーが2026年版にバージョンアップする場合は現在保有しているCPUライセンスを継続利用可能です。

・その他、既存ユーザーへの取り扱いについては、後日想定Q＆AをPALに掲載予定です。

製品名 2026年版以降

システム連携ツールサーバ4Core 4Core

サーバ追加CPU（提供なし） 1CPU

サーバ4Core ホットスタンバイ 4Core

サーバ追加２Core 2Core

追加開発クライアント（SI用） 1ユーザー

エンドユーザ開発クライアント 1ユーザー

製品名 2025年版以前

システム連携ツールサーバ１CPU 1CPU

サーバ追加CPU 1CPU

サーバ１CPU ホットスタンバイ 1CPU

サーバ追加２Core 2Core

追加開発クライアント（SI用） 1ユーザー

エンドユーザ開発クライアント 1ユーザー
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システム連携ツール 年間料金プラン提供開始

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

製品名

ライセンス
（ライセンス＋年間保守）

年間料金プラン

ライセンス
パートナーさま

提供価格

年間保守料金
（定価の18％）

年間利用料
パートナーさま

提供価格

システム連携ツールサーバ4Core 1,400,000 360,000 1,260,000

サーバ4Core ホットスタンバイ 1,050,000 270,000 432,000

サーバ追加２Core 525,000 135,000 360,000

追加開発クライアント（SI用） 70,000 18,000 54,000

エンドユーザ開発クライアント 210,000 54,000 144,000

システム連携ツール（NXConnect）について、年間料金プランでのご提供を開始します。
クラウドサービスと組み合せた年間利用料としてお客さまへご提案ください。

2026.11月中提供開始

製品内容は従来と同一となります。

月額利用料
（参考）

105,000

36,000

30,000

4,500

12,000
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新規SAF登録製品（2026年9月末時点）

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

提供元：NDIソリューションズ株式会社
製品名：C2+EXECUTE-MA

提供元：株式会社BPC
製品名：BPC 経理・決算BPOサービス

提供元：DAIKO XTECH株式会社
製品名：ジーニー2.0 ProcureSuite

2026年8月登録

2026年10月登録 2026年10月登録

提供元：株式会社TOKIUM
製品名：TOKIUM

2026年9月登録

経理部門の運用支援に特化したBPOサービス

工事原価管理システム 経費精算、請求書発行、電子帳簿保存、インボイス、契約管理

クラウド型購買システム
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SOCレポート取得とバックアップデータの冗長化

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

東京リージョン

大阪リージョン

バックアップデータ

有償

1世代

14世代

バックアップデータ

障害発生時は、稼働可能なリージョンから早期復元

SOC1・SOC2 Type1取得 SuperStream-NX Cloud バックアップデータの冗長化

2026年9月 取得済

統制の設計・整備状況について

独立監査人による評価を完了

SOCレポートの提供には所定の申請書を

ご提出いただく必要がございます。

1世代

大阪リージョン

Type2取得に向け
運用評価を開始

すべてのお客さまに対し
東京リージョン・大阪リージョンで

バックアップを保管します。
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会計 人事給与

・統合会計
・固定資産管理
・建設仮勘定オプション
・証憑管理オプション
・証憑管理e文書対応オプション
・駅すぱあとオプション
・従業員モバイルオプション
・手形管理システム
・電債オプション
・ファクタリングシステム
・AI-OCR(請求書)
・AI-OCR(請求書明細)
・デジタルインボイスオプション
・銀行マスタAPI/取引先マスタAPI
・銀行口座API
・Navio外貨建支払機能 for SuperStream-NX

・人事管理
・給与管理
・人事諸届・照会
・銀行マスタAPI

・30日間の短期利用または年間利用を選択できます

・短期プランは「会計のみ」「人給のみ」のサービスはございません。

管理ツール

・バッチ実行
・ログ管理

お問い合わせは担当営業もしくは下記メールにて承ります

SuperStream技術支援窓口<ss-techsd@canon-its.co.jp>

SuperStream-NX Cloud デモ環境

対象プロダクト サービス価格

プラン 価格 利用期間

短期（会計＋人給） ¥180,000 30日間

年間（会計＋人給） ¥1,500,000 1年間

年間（会計のみ） ¥1,200,000 1年間

年間（人給のみ） ¥1,200,000 1年間

・勤怠管理の検証環境も別途ご用意しております（¥90,000/年間）
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OCI大規模障害発生時の通知運用について

©2026 Canon IT Solutions Inc.  All rights reserved.

従来の障害通知方法（平日日中にパートナーさま宛てにメール連絡）に加え、OCIにて当社基準に基づく
一定規模の障害が発生した場合に、今後は24時間・365日エンドユーザーさまへも速やかに状況をご連絡
できるよう、メール配信ならびにWebページでの通知運用を実施致します。

通知条件

対象クラウド：OCI
対象環境 ：SuperStream-NX Cloud（OCI）内のお客さま向けAPサーバ、DBサーバ
対象監視項目：PingエラーまたはWebサイト応答なし（外形監視）
障害検知条件：10分間で10台以上の異なるインスタンスから対象監視項目の障害を検知した場合
対応目標時間：検知条件確認後45分以内

お申し込み方法

申請書に必要事項を記入後、弊社営業担当へ提出

申請後、約1週間を目安に配信開始

登録先は個人アドレス・グループアドレス
どちらも申請可能です（グループアドレス推奨）

メール配信と同時にWebページにて障害情報を掲載致します。
※配信メールにURLを記載

通知対象外 SuperStream-NX Cloud 勤怠管理オプション、工数管理オプション
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SuperStream-NX 緊急掲載時の通知運用
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これまでパートナーさま向けに通知していた製品不具合情報の掲載予告について、
お客さま業務に対して大きな影響があると弊社が判断した不具合について希望される
エンドユーザーさまへ直接、SS-NX Expressを配信する運用を開始致します。

注意事項 未導入製品・対象外バージョンの通知が届く場合があります。製品名・影響バージョンをご確認ください。
セキュリティの観点から通知メールには掲載文などのファイル添付は行いません。
掲載文を確認するためにはSDSへログインする必要がありますので、事前にSDSへのユーザー登録を行ってください。

対象サービス(オンプレ・クラウド共通）

会計シリーズ（統合会計・固定資産・
NXConnect・その他オプション製品）

通知条件

データ破損 金額不正 システム停止 など

お客さま業務への影響が大きく、弊社が
「緊急の不具合掲載」を行うと判断した場合

お申し込み方法

申請書に必要事項を記入後
弊社営業担当へ提出

申請後、約1週間を目安に配信開始

通知対象外
定期バージョンアップ／通常パッチ
事前に予告済みの年末調整・法改正対応

申請書は会計シリーズ／人事給与シリーズで異なります。
登録先は個人・グループアドレスのいずれも可能です。

人事給与シリーズ（人事管理・給与管
理・FieldHR・勤怠管理・NXConnect）
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詳しくはこちらから

会計・人事を変える

もっとやさしく、もっと便利に、

もっとクリエイティブに！

https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-industry/superstream
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ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ事業部

ＳｕｐｅｒＳｔｒｅａｍ営業本部

本部長 山田 英樹

第5部

クロージング
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「経営課題」 や「制度対応」から案件創出へ
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グループ経営管理と新リース判定を活用し提案につなげる

グループ経営管理

顧客の課題

⚫ 経営会議向け資料が間に合わない

⚫ 経営に役立つ情報提供が出来ていない

⚫ 簡易連結の作業・説明が属人化

データから異常検知・要点説明を支援

新リース会計基準判定

顧客の課題

⚫ 契約書の棚卸しが進まない

⚫ 判定基準の解釈が担当者依存

⚫ 仕訳・台帳更新まで手作業が多い

⚫ 法改正まで時間がない

AIで契約抽出・判定補助・更新を支援

データ収集・生きたデータ活用とAIに処理をまかせ経営のスピードを上げる

売り方セミナー｜案件創出の2大テーマ
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当社主催セミナーでの関心事No.1は「AI活用」
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【 会計領域 】 【 人事給与領域 】新リース会計基準 23.5%

予実管理／分析ツール 12.1%

柔軟なシステム連携 10.0%

デジタルインボイス 7.0%

エコシステムによる
業務効率化

5.8%

データドリブン経営 4.9%

国際財務報告基準(IFRS)
に標準対応

3.2%

グローバル対応 2.3%

人財力の最大化、最適化 17.0％

人的資本経営 14.1%

スキル管理、可視化 12.3%

タレントマネジメント 9.4%

グループ会社管理の実現 6.9%

グローバル対応 2.7%

31.1 %

2026年上半期の当社主催セミナーアンケート結果

AI活用

37.6 %

AI活用
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SuperStreamにおけるAI活用のロードマップ
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業 務 を も っ と ス マ ー ト に 、 ク リ エ イ テ ィ ブ に
お 客 さ ま の 価 値 創 造 を 加 速 し ま す

‘ブレないAI’を段階的に導入致します

新リース判定

AIがリース判定を

サポート

判断業務の効率化を促進

2026年9月

AIマニュアル検索

自然な対話で業務を手助け

日常業務の生産性を向上

2026年12月

新リース判定

SuperStreamとの連携

を強化し効率化をさらに

後押し

2027年

月次決算支援

AIが月次決算業務を支援

早期化・精度向上を実現

2027年

(連携強化版)
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パートナーさまの支援強化
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1
事例公開

提案に活かせる
導入事例を拡充

お客さまの活用効果や導入の

背景を整理し、パートナーさ

まの提案活動を後押しします。

2
公式サイト更新

必要な情報へ
つながりやすく改善

製品・サービス情報の見せ方

や導線を見直し、検討段階に

応じた情報提供を強化します。

3
パートナーサイト刷新

営業活動を支える
ポータルへ刷新予定

資料・最新情報へのアクセス性

を高め、日々の営業・提案業務

を支える基盤を整備します。

推進中商談機会の創出提案力向上認知拡大

事例公開や各サイトの整備を進め、パートナーさまの提案活動を支援します



95

ご参加ありがとうございました
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SuperStreamは、AIをはじめとする製品・サービスの強化を進めています。

個別相談会

率直なご意見や現場での課題をお聞かせください

お客さまの課題や案件のヒントなど、どのようなことでもかまいません。

お気軽にお声がけください。

皆さまとともに、次のビジネス機会をつくっていければ幸いです。
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詳しくはこちらから

会計・人事を変える

もっとやさしく、もっと便利に、

もっとクリエイティブに！

https://www.canon-its.co.jp/solution/industry/cross-industry/superstream
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